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現在、新たな流出モデルの構築と並行して、雨量及び流量の点検を

進めてきており、本資料はこれまで（平成 23 年 6 月 8 日）の雨量及

び流量データの点検結果を用いて作成している。 



 

 

１．昭和３３年９月洪水、昭和３４年８月洪水の被害状況について 

 

○昭和３３年９月洪水、昭和３４年８月洪水における八斗島地点のピーク流量として実測

流量（流観）の最大値及びピーク水位として水位流量観測所時刻水位の最高値は次のと

おりであり、計画高水位を越える洪水ではなかった。 

 ◆昭和３３年９月洪水 

 ピーク流量（m3/s） ピーク水位（ｍ）計画高水位（ｍ）

八斗島地点（181.5km付近） ９，７０２ ４．２７ ５．２８ 
・直轄管理施設の被害：利根川上流 護岸流失１箇所、烏・神流川 水制流失３箇所 

 ◆昭和３４年８月洪水 

 ピーク流量（m3/s） ピーク水位（ｍ）計画高水位（ｍ）

八斗島地点（181.5km付近） ９，０７０ ４．１０ ５．２８ 
・直轄管理施設の被害：利根川上流、烏・神流川における被害無し。 

 

○一方、群馬県に確認したところ、「利根川本川及び大きな支川において、破堤や越水は

確認できていない。なお、平野部における内水氾濫や山間部における土石流被害等は当

時の新聞等から確認できる。」との回答を得ている。主な新聞記事の確認結果は下表の

とおりである。 

 ◆昭和３３年９月洪水 

番 

号 
河川名 主な記事 記事 

掲載日

１ 増田川 …松井田町地内の増田川では小学生四人を丸呑みにし惨状を

展開した。 
9月18日

夕刊 
２ （県内） 正午現在県警本部警備課に入った情報によると、被害は次の

とおり。 …堤防決壊３… 
9月18日

夕刊 
３ 碓氷川 高崎市乗付地内の八千代橋の碓氷川にかかっている部分が十

八㍍流失 
9月18日

夕刊 
４ （甘楽西

部地区） 
甘楽西部地区は二百ミリの豪雨で河川がはんらん、土砂崩壊

など被害が続出しているが、… 
9月18日

夕刊 
５ 衣沢 高崎市寺尾町長坂炭鉱は衣沢の増水で社宅が床下浸水となり

… 
9月18日

夕刊 
６ 増田川 …増田川の増水を見物中、突然足元の土砂が崩れ、アッとい

う間に濁流にのまれた。 
9月18日

夕刊 
７ カニ川 …碓氷郡安中町板鼻地内カニ川（幅二㍍、深さ一㍍五〇）の

暗渠に流木などがつかえてはんらん、… 
9月18日

夕刊 
８ 久洞沢 利根郡新治村布施地内久洞沢が出水、… 9月18日

夕刊 
９ 荒久沢 県道高崎－富岡線高崎市乗付町地内荒久沢の小倉橋（長さ十

㍍）が流失、… 
9月18日

夕刊 
10 鏑川 十八日あさ八時十分ごろ多野郡吉井町岩崎地内岩崎橋＝木橋

百六十七．六㍍巾二㍍（県道吉井線）は増水のため流出、… 
9月18日

夕刊 
11 （県内） 台風21号被害状況（9.18日午後５時現在 県警察本部調べ）

 …堤防決壊３個所… 
9月19日

朝刊 
12 （県内） 県警発表被害状況 …堤防決壊六… 9月19日

夕刊 
  ※出典：上毛新聞 
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 ◆昭和３４年８月洪水 

番 

号 
河川名 主な記事 記事 

掲載日

１ 各河川 

榛名白川 
この豪雨で、西毛から中毛にかけて各河川の水が溢れ、…。

県警本部でまとめた午前十時現在の被害状況 …堤防損壊一

カ所（榛名白川）… 

8月13日

夕刊 

２ 桃木川 前橋市では出水のもっともひどかったのは東部桃木川水域と

西部石倉町、南曲輪町など下水道の不備なところ。…また桃

木川水系では…半鐘が乱打されて消防団員（水防）約三十人

が堤防決壊に備えるなど警戒にあたったが、さいわい被害は

少なかった。 

8月13日

夕刊 

３ 榛名白川 十三日午後四時現在、県警本部でまとめた県下の被災状況は

次のとおり。…堤防損壊一カ所（榛名白川） 
8月14日

朝刊 
４ 榛名白川 群馬郡箕郷町吉原地先榛名白川が一㍍四十センチ増水、この

ため、同町白川橋下流の堤防が濁流に洗われ、同日あさ長さ

二十㍍にわたり破損し、消防団など水防隊百余人が出動して

、…堤防の補強作業を行った。また、同日正午ごろ、同町上

芝地先の榛名白川天神橋上下の堤防も五十㍍にわたり決かい

、水防隊五十人が出動して補修作業にあたった。 

8月14日

朝刊 

５ （県内） 県警本部調べ（14日午前11時現在） …堤防決壊１個所… 8月14日

夕刊 
６ 白倉川 …また甘楽町白倉では白倉川が決壊した。 8月14日

夕刊 
７ （県内） 県警本部調べ（14日午後８時現在） …堤防決壊４個所… 8月15日

朝刊 
８ 吾妻川 …主なものは吾妻川の嬬恋村三原で右岸の護岸が決壊（百㍍

）… 
8月15日

朝刊 
９ 吾妻川 十四日あさ八時半ごろ、吾妻郡嬬恋村三原では吾妻川が百十

㍍五決壊し、民家二十戸約六十人が一時孤立… 
8月15日

夕刊 
10 （吾妻郡 

西部地区） 
十五日長野原署でまとめた吾妻郡西部地区の第七号台風の被

害つぎの通り。…堤防決壊十カ所、… 
8月16日

朝刊 
  ※出典：上毛新聞 
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２．K、P の設定（補足）について 
 
新たな流出計算モデル（以下「新モデル」という。）における、流域定数 K、P の設定に

当たっては、流域定数解析洪水ごと、K 等解析地点ごとに求めた K、P から、大きな洪水に

おける流出量の再現性を考慮して、K 等解析地点ごとに、最大流量となる洪水の値を用い

て、当該 K 等解析地点の K、P を求めた。 
 ここでは、K、P を中規模程度の洪水の値により流出計算を行うこととする。表 1 は、流

域定数解析洪水ごとに K 等解析地点における Rsum と当該洪水の Rsa の関係を整理したも

ので、表中の○印が Rsum＞Rsa となり、K、P の解析が可能な洪水である。 
流域定数解析洪水のうち K 等解析地点ごとに最大流量の半分程度の流量を目安として、

飽和雨量に達していること及び流量や雨量データに欠測がないことなどを考慮して、表 1
の  印のように設定し、K 等解析地点ごとに K、P の設定を行った。なお、上里見地点に

ついては、最大流量の洪水以外では、Rsum が Rsa に達していないため、最大流量の洪水

の K、P とし、奈良俣地点については、最大流量の半分相当の洪水がなかったため最大流量

洪水の K、P とした。 
表 2 に最大流量の洪水により算出した新モデルにおける K、P 及び中規模程度の洪水に

より設定した K、P を示す。 
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表１ 流域定数解析洪水ごとの Rsum と Rsa 関係一覧表 

 
表 2 最大流量の洪水及び中規模程度の洪水で定めた K、P 一覧表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今回設定した K、P と最大流量の洪水で求めた K、P により昭和 33 年 9 月洪水、昭和 34
年 8 月洪水、昭和 57 年 9 月洪水及び平成 10 年 9 月洪水について再現計算を行い、八斗島

地点の相対的なピーク流量の差異を表 3 に示し、八斗島地点のハイドログラフを図 1～4 示

す。 
 
 
 

神流川

矢木沢 奈良俣 相俣 薗原 道平 霧積 安中 上里見 万場 岩島 四万

1 平成10年9月洪水 9,222 最大(539) 最大(129) ○(299) ○(1097) ×(23) ×(72) 最大(725) 最大(420)

2 昭和57年9月洪水 8,192 ○(265) ○(293) ○(871) ○(419)

3 昭和57年7月洪水 7,991 ○(147) ○(201) 最大(1642)

4 平成19年9月洪水 7,755 ○(871) 最大(119) ○(1657) (1001) (22)

5 昭和56年8月洪水 7,690 ○(371) ○(229) ○(904)

6 平成13年9月洪水 6,785 ○(46) ○(98) ○(779) 最大(1275) (35)

7 平成14年7月洪水 5,972 最大(410) ○(767) ○(19) ×(29) ×(202) ×(169) ○(537) (345) (46)

8 平成11年8月洪水 5,202 ×(70) ×(221) 最大(27) ○(70) ○(544) 最大(1896) 最大(98)

9 平成3年8月洪水 4,589 ○(354) ○(238) ×(350) ○(116) (827)

10 昭和61年9月洪水 4,454 ×(94) ×(205) ○(817)

11 昭和58年9月洪水 4,267 ○(207) ○(104) ×(365)

12 昭和60年7月洪水 4,077 ○(617) (686)

13 平成12年9月洪水 3,971 ○(98) ○(370) ×(12) ×(31) (19)

14 平成18年7月洪水 3,929 ○(11) ×(27) ×(317) (29)

15 平成16年10月洪水 3,728 ○(235) ○(48) ×(122) ×(205) ○(24) ×(217) ×(167) (716)

最大流量の洪水

中規模程度の洪水

観測データなし

○ Rsum＞Rsa　ただし　Rsa＝(Rsum-Qsum)/(1-f)

× Rsum＜Rsa　ただし　Rsa＝(Rsum-Qsum)／(1-f)

(   ) 各地点のピーク流量(m3/s)

奥利根 烏川 吾妻川八斗島地点
最大流量

洪水名NO

K等解析地点
定数Ｋ

（最大洪水）
定数Ｐ

（最大洪水）
定数Ｋ

（今回試算）
定数Ｐ

（今回試算）

矢木沢ダム 7.587 0.528 2.578 0.512
奈良俣ダム 6.252 0.656 6.252 0.656
相俣ダム 10.591 0.655 13.359 0.439
薗原ダム 13.487 0.530 15.614 0.407
奥利根平均値 9.480 0.592 9 .451 0.504
四万川ﾀﾞﾑ 41.157 0.296 12.800 0.777
岩島（吾妻川） 29.321 0.305 16.760 0.505
吾妻平均値 35.239 0.300 14 .780 0.641
上里見（烏川） 29.519 0.428 29.519 0.428
安中(碓氷川) 10.765 0.680 43.905 0.211
霧積ﾀﾞﾑ 16.686 0.601 37.265 0.432
道平川ﾀﾞﾑ 17.525 0.580 13.762 0.229
烏平均値 18.623 0.572 31 .113 0.325
万場（神流川） 29.976 0.476 32.767 0.427
神流平均値 29.976 0.476 32 .767 0.427

5



表 3 八斗島地点の相対的なピーク流量の差異

昭和33年9月洪水 昭和34年8月洪水 昭和57年9月洪水 平成10年9月洪水

① 実測流量（流観） 9,702 9,070 8,254 9,769

② 最大流量の洪水によるKP 8,766 8,943 8,843 9,613

③ 中規模程度の洪水によるKP 9,680 9,376 9,047 10,699

④
相対的なピーク流量の差異
（実測と最大洪水での比較）（②-①/①）

-9.6% -1.4% 7.1% -1.6%

⑤
相対的なピーク流量の差異
（実測と中規模洪水での比較）（③-①/①）

-0.2% 3.4% 9.6% 9.5%  
 
 

 図 1 昭和 33 年 9 月洪水 八斗島地点     図 2 昭和 34 年 8 月洪水 八斗島地点 

 
 図 3 昭和 57 年 9 月洪水 八斗島地点     図 4 平成 10 年 9 月洪水 八斗島地点 

流出計算結果 八斗島  (利根川)昭和57年9月洪水
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流出計算結果 八斗島  (利根川)平成10年9月洪水
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流出計算結果 八斗島  (利根川)昭和34年8月洪水
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流出計算結果 八斗島  (利根川)昭和33年9月洪水
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３．河道内貯留（大正橋～上福島）について 
 
 昭和 33年 9月洪水及び昭和 34年 8月洪水にお

ける大正橋流量観測所（利根川 河口より 216km

付近）と上福島流量観測所（利根川 河口より

191km 付近）について、流量観測値の点検を行い、

この区間における河道貯留効果について点検を行

った。 

 なお、点検にあたっては、昭和 33 年 9 月洪水及

び昭和 34 年 8 月洪水に加えて、近年洪水である再

現性検討洪水について行った。 

 

 

 

①再現性検討洪水 

再現性検討 8洪水について、大正橋流量観測所と上福島流量観測所の流量観測値を表 1

に示す。 

 

表 1 大正橋流量観測所と上福島流量観測所の流量（再現性検討洪水） 

※再現性検討 8 洪水のうち昭和 56 年 8 月洪水及び平成 11 年 8 月洪水は欠測であるため記載していない。（流量観測が実施されていない） 

 

②昭和 33 年 9 月洪水及び昭和 34 年 8月洪水 

 昭和 33 年 9 月洪水及び昭和 34 年 8 月洪水の流量観測実施状況について、表 2に示すと

おりである。昭和 33 年 9月洪水では、大正橋流量観測所では流量観測記録がなく、流量観

測記録がない。 

 このため、昭和 34 年 8 月洪水の流量観測値によりデータ点検を行った。 

 

 

 

 

大正橋流量観測所

上福島流量観測所

利
根
川

八斗島流量観測所

位置図

L=約25km
(i=約1/230)

観測流量
(m3/s)

発生時刻
観測流量
(m3/s)

発生時刻

昭和57年8月洪水 5,176 2日4:55 5,680 2日6:00 504 1:05

昭和57年9月洪水 4,874 13日0:04 4,992 13日2:06 118 2:02

平成10年9月洪水 5,681 16日11:10 6,094 16日12:30 413 1:20

平成13年9月洪水 3,424 11日9:57 3,334 11日11:07 -90 1:10

平成14年7月洪水 3,500 10日23:00 3,647 11日1:11 147 2:11

平成19年9月洪水 2,951 7日6:00 3,192 7日7:12 241 1:12

大正橋流量観測所 上福島流量観測所
流量差
(m3/s)

到達時間
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表 2 昭和 33 年 9 月洪水及び昭和 34 年 8 月洪水の流量観測実施状況 

 大正橋流量観測所 上福島流量観測所 

昭和 33 年 9 月洪水 × 流量観測記録がない ○ 最大流量 4,414m3/s 

昭和 34 年 8 月洪水 ○ 最大流量 5,824m3/s ○ 最大流量 4,865m3/s 

  

一般に河川における流量観測所における流量観

測は、図 1に示すとおり、浮子による流速測定と

洪水前後に実施される断面測量から算出される

断面積により求められる。 

 図 2は大正橋流量観測所の当時の断面計算書よ

り作成した、第 1断面のＨ（水位）－Ａ（断面積）

図であり、水位が 6.2m 付近で断面積が著しく右

へスライドしており、ほぼ同一の水位に対して断

面積が大きく増加するデータとなっている。この

データが正しいと仮定すれば、水位が 6.2m 付近

で川幅が約 1km 程度広がる必要がある。 

点検を行う上で昭和 34 年当時の断面測量図が必要であるが、当時の断面測量図が確認出

来ないことから次のような方法により確認した。 

 昭和 34 年の前（昭和 23 年 4 月撮影）後（平成 20 年 12 月撮影）の空中写真（図 3）によ

り、第 1断面の河川幅に明確な差が確認できなかったことから、図 4のとおり現存する最

も古い測量断面図（昭和 57 年）より水位 6.2m 付近で断面に大きな変化点がないことを確

認した。 

 これらの結果より、昭和 34 年 8 月洪水の断面積の算出には計算ミスがあったと考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1断面（洪水前後に横断測量）

第2断面（洪水前後に横断測量）

浮子により
第1断面と
第2断面間
の流下速
度を測定

図 1 河川における流量観測概念図 
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図 2 大正橋第 1断面Ｈ－Ａ図 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 昭和 23 年 4 月空中写真と平成 20 年 12 月空中写真による河川幅の比較 
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大正橋 第1断面 Ｈ－Ａ図

昭和３４年８月洪水
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昭和５７年９月洪水
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大正橋
大正橋流量観測所
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利
根
川

大正橋

大正橋流量観測所
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利
根
川
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図 4 昭和 57 年測量断面図による昭和 34 年水位の確認 

 

 

 

 

 

 

 

水位：6.2m 
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４．昭和 22 年 9 月洪水の氾濫量の推定について（参考） 
 
１．S22 年 9 月洪水の資料について 
 昭和 24 年 3 月群馬県の報告書「カスリン颱風の研究 利根川水系に於ける災害の實相（日

本学術振興会群馬県災害対策特別委員会報告）」（以下、「カスリン颱風の研究」という）は、

カスリーン台風による群馬県の被害の実態をとりまとめたものである。この報告書では農

業被害の全ぼうとして群馬県内の地区（郡）ごとの水稲の被害を流出、埋没、冠水別に面

積が記載されており、この記録から八斗島上流域（一部、渡良瀬川流域を含む。）における

冠水被害面積のみを集計しても約１万町歩（１町歩≒１ｈａ ）に達することや赤城山から

利根川に注ぐ沼尾川で発生した土石流（下記引用参照）により、利根川本川が一時的に堰

止められたことが記録されており、利根川及び利根川上流の各支川では、相当量の氾濫量

があったものと考えられる。 
 

参考［カスリン颱風の研究 P193～194 より］ 

「9 月 15 日より 5～6 日前より毎日降雨あり、15 日は朝から 20 時頃迄降り続いた。朝よりの豪雨で沼尾

川は増水したが、8 時頃迄は大した事無く、利根川はもはや相当の増水であった。11 時頃迄雨は少し小振

りになったり又大雨となったり何回となく繰り返していた。12 時頃雨は激しくなり利根川の増水で軒下は

既に浸水し流出家屋を生じた。14 時頃役場前の三間入川が増水し道路上に溢水した。沼尾川の増水も激し

くなり 15 時頃迄に久保橋、小川田橋落橋し堤防数ヶ所欠壊した。16 時過沼尾川上流との電話連絡不能と

なり、16 時 30 分頃土石流は窪一面の泥水で黒煙を立て大石を流し雷の如き音を立てて利根川合流点に到

着した。土石流は 16 時 30 分～17 時頃迄利根川本流を一時堰止め、合流点より上流の利根川は湖の如くな

った。21 時 30 分頃空は晴れた。土石流で上越線鉄橋は流され、河床は利根川合流点で 2～3 丈上昇し、河

幅は合流点付近千石で以前 6 間であったのが 20 間位に広がっている。」 
 
しかしながら利根川上流の氾濫について記載されている資料はほとんどなく、唯一「昭

和二十二年九月大水害の実相（群馬県 昭和 22 年）」の群馬県水害被害図（別添資料１）

を入手した。 
群馬県浸水被害図では、被害範囲を埋没流出と浸水区域に分けて記載されている。これ

らの明確な定義は記載されていないが比較的上流の山間部に近い区域では埋没流出に、前

橋、高崎、伊勢崎などの平野部では浸水区域に分類されている。昭和 22 年 9 月洪水では前

述したように利根川本川と沼尾川との合流点付近で堰止められるなど埋没流出に分類され

る区域においても相当の浸水被害が発生していたものと考えられるが、ここでは別添資料

１において浸水被害と分類されている部分の面積のみを算出し、この範囲の氾濫量の推定

を行うこととした。なお、推定に用いた資料を以下に示す。 
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①「昭和 22 年 9 月大水害の實相」（群馬県 昭和 22 年）に記載されている群馬県水害被 
害図 

②「カスリン颱風の研究」利根川水系に於ける災害の實相（日本学術振興会群馬県災害対

策特別委員会報告 S24．3 群馬県）P293～294 の昭和 22 年度浸水深及土砂流出堆積量

調 
 
 ２.推定方法について 
 １）氾濫量の推定 
①浸水図の補正 
浸水面積を算出するために群馬県水害被害図に地形図（高崎 75-15-21、前橋 75-14-6

国土地理院発行）を重ね合わせ浸水域の面積の定量化を図った。なお、定量化にあたり、

群馬県水害被害図は図面が歪んでおり、地形図を重ね合わせると河川の合流地点等が一

致しないため、八斗島周辺における駅や河川の合流点等の主要地点を抽出し、それらの

地点が重なり合うように補正した。具体的な補正方法を別添資料２に、補正後の群馬県

水害被害図（以下、浸水図）を別添資料３に示す。 
 

２）氾濫量の推定方法 
①氾濫域の設定 

浸水図に示されている浸水区域は八斗島の上流から下流までの広範囲な地域に及ん

でいるため、八斗島上流域の浸水区域の面積を検討の対象範囲とした。なお、利根川

本川と広瀬川の浸水範囲が接する地域については伊勢崎市史（※１）などにより利根川左

岸の堤防決壊により、伊勢崎において特に大きな被害となったことが記載されている

ことから、図２のように八斗島と浸水区域の外縁線を結び、この線より西側を八斗島

上流域の浸水区域と設定した。 

八斗島

利根川からの氾濫区域と
広瀬川からの氾濫区域の
外縁線の交点

 
図２ 利根川と広瀬川の関係 

（参考）※１伊勢崎市史 通史編３ 近現代 
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②浸水深記録からの氾濫量推定〔推定 1〕 
「カスリーン颱風の研究」では市町村に 1 つの浸水深が記載されていることから、 

氾濫量＝〔市町村ごとの浸水面積〕×〔市町村ごとの浸水深〕 
より氾濫量を推定した。 
ここで、市町村ごとの浸水深は表１とし、市町村ごとの浸水面積は浸水図に 1/25,000 地

形図より求めた当時の市町村界を設定し算出した。 
ただし、表１に浸水深が記載されて、かつ、浸水図において浸水面積が計測できる市町

村についてのみを対象とし、どちらか一方のデータが欠測している市町村は対象としない

こととした。 
 

表１  
 

（カスリン颱風の研究より抜粋） 
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このような方法で推定できた市町村について、市町村ごとの浸水深及び浸水面積並びに氾

濫量は表２に示すとおりであり、その合計氾濫量は約 7,700 万 m3 となった。 
表 2 

市町村名 ①深（m） ②浸水面積（m2）
①×②=

氾濫量

瀧川村 2.0 3,597,615 7,195,230

京ヶ島村 2.0 3,072,930 6,145,859

上陽村 1.0 13,173 13,173

玉度町 1.0 7,499,195 7,499,195

芝根村 3.0 4,743,396 14,230,189

八幡村 1.5 7,291,900 10,937,850

高崎市 1.5 8,326,951 12,490,427

美土里村 0.8 3,739,608 2,991,686

小野村 0.8 3,113,398 2,490,718

入野村 2.0 3,624,456 7,248,911

名和村 1.0 4,980,167 4,980,167

宮郷村 0.5 1,143,016 571,508

合計 76,794,914  

 
※氾濫域の外縁は浸水深 0 に近くなると想定し、最も単純に氾濫量の広がりを図３のよう

に仮定すれば、氾濫量は約 3,900 万 m（76,794,914 / 2＝38,397,457m3）となることから、

浸水深を基に氾濫量を推定すると氾濫量は約 3,900 万 m3から 7,700 万 m3程度と推定され

る。 
 
 
 

図３ 

 
③標高データを活用した氾濫量推定〔推定 2〕 
浸水図と標高データより氾濫水の水位を想定し、氾濫量を推定する。具体的には浸水図

に市町村ごとの浸水エリア内を等間隔に 2～4 分割するように測線を設定した。ここで測線

の向きは、氾濫域の上流端と下流端を直線で結び、その直線と垂直となるように設定した。 
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図４ 測線の設定図 

 
このように設定した各測線について、平成 18 年測量の LP データの標高データより測線

ごとに横断方向に 10m 間隔で地盤高を求め、測線ごとに平均地盤高を求めた。なお、平成

18 年度測量データを使用しているため、昭和 22 年当時に明らかに建設されていない高速道

路の盛土高や明らかに浸水していない自然微高地については平均地盤高を求める際に除い

た。 
また、各測線の水位を表１に記載されている市町村ごとの浸水深に各測線の平均地盤高

を加えて算出した。このように求めた測線ごとの平均地盤高と水位により次式により氾濫

量を求めた。 

氾濫量＝
1

2
A1 × L１＋

(A1＋A2)
2

× L2＋
(A2＋A3)

2
× L3

 
注１） 各面積（A1,A2,A3）は浸水深×測線の延長より求めた。 

注２） 市区町村界における面積は氾濫域の形状等を考慮して近傍の測線の面積より求めた。 

 

 
 
 

 

 

 

図５ 市町村ごとの地盤高と水位氾濫量の推定イメージ図 

（氾濫域の広がりを考慮して、氾濫要素ブロックに三角形又は四角形をあてはめた） 

断面積① 

断面積② 

断面積③

測線① 
測線② 

市町村界 

氾濫要素ブロック②

氾濫要素ブロック③

氾濫上流端 

氾濫要ブロック① 

八斗島 
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以下に市町村ごとの氾濫量とその合計値（約 6,000 万 m3）を示す。 

 

表３ 市町村ごとの氾濫量 

名和村 宮郷村 芝根村 玉度町 滝川村 京ヶ島村

氾濫量 5,505,061 491,075 10,205,289 6,945,443 4,228,777 5,752,401

高崎市 八幡村 入野村 美土里村 小野村 合　計

氾濫量 9,018,529 9,123,534 3,468,101 1,942,822 2,984,576 59,665,606  

 
 
氾濫水位の検証をするため、「上福島観測所」および「沼の上観測所」において観測され

た水位と玉度、芝根、名和に設定した測線上の水位（氾濫域）について下表に整理した。

なお、「上福島観測所」および「沼の上観測所」の観測水位は、「カスリン颱風の研究」に

記載されているものとした。 
表４のとおり、観測所水位と観測所の上下流測線で設定した水位に明らかな異常は認め

られなかった。 
表 4 

観測所記載値 今回検討した堤内地水位 
観測所 

水位  観測所上流氾濫域水位 
（横断Ｎo） 

観測所下流氾濫域水位 
（横断Ｎo） 

上福島観測所 Y.P71.690 YP73.110ｍ 
（玉度 2） 

YP68.371ｍ 
（玉度 1） 

沼の上観測所 Y.P59.044 YP62.088ｍ 
（芝根 1） 

YP57.546ｍ 
（名和 2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 

上福島 

沼の上 
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３．推定結果 
 
今回の試算結果は昭和 22年洪水における氾濫に関して唯一入手できた資料である浸水図

において浸水被害に分類されている地域のみを対象に試算したものであり、次のような前

提条件のもとで行ったものである。 
① 浸水被害図の中の浸水区域には外水による浸水被害だけではなく、内水による浸水被害

も含まれている可能性はあるが、両者を区分するデータが存在しないため、区分せずに

推定を行った。 
② 浸水区域についても浸水図から浸水面積が計測可能であり、かつ「カスリン颱風の研究」

に浸水深が記載されている市町村に限定して推定を行った。 
③ 浸水図中の埋没流出には例えば沼尾川からの土砂より利根川本川が堰とめられたこと

などが含まれているように思えるが浸水区域に限定して氾濫量の推定を行った。 
④ 浸水図や浸水深のデータ精度も必ずしも十分な精度を有していないこと。 
⑤ 今回の試算は一定の仮定のもとで定量化できるものに限って行ったものであり、全氾濫

量を推定したものではない。 
 

今回の検討結果を下記に示す。 
  推定 1 3,900 万 m3～7,700 万 m3 
  推定 2 6,000 万 m3 
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 別添資料２   
 

 
浸水図の補正方法  

 
浸水図の補正にあたり、抽出した主要地点は今回の氾濫量の推定が八斗

島上流域であることから、前橋市付近、高崎市付近および八斗島付近に囲

まれた範囲を優先し、主要地点は浸水図に記載されている高崎駅、前橋駅、

伊勢崎駅、新町駅、桐生駅、足利駅、利根川と烏川の合流点、烏川と神流

川の合流点、烏川と鏑川の合流点とした。  
  
①駅の重ね合わせに伴う補正  

 高崎駅、・前橋駅が概ね一致するように、浸水図の縦横比率 1:1.51 を

1:1.56 に、左へ 1°回転させ補正した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１  
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②河川の重ね合わせに伴う補正  
八斗島下流の利根川本川および吾妻川の位置がずれているため、浸水図

の右下地点を下方に、左上地点を上方に引き伸し、補正した。  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

利 根 川 本 川 が ず れ て い る

ため下方向に伸ばす  

右 下 を 引 き 伸 ば し た こ と

により、八斗島下流の利根

川本川の法線が概ね一致  

吾 妻 川 が ず れ て い る た め

上方向に伸ばす  

左 上 を 引 き 伸 ば し た こ と に よ

り、吾妻川の法線が概ね一致  

５％伸ばした  

４％伸ばした  
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③河川の合流点の重ね合わせに伴う補正  
②までの補正では、烏川と神流川の合流点は概ね一致しているものの、利

根川と烏川合流点の位置がずれているため、烏川と神流川合流点より西側と

すでに一致している伊勢崎より東側を固定し、利根川と烏川の合流点が浸水

図と地形図で一致するように浸水図を伸縮させて横方向の位置を補正した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

烏川合流点がずれている  

神流川合流点は概ね一致  

浸
水
図
を
固
定
す
る
範
囲 

浸
水
図
を
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定
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範
囲 

浸
水
図
を
拡
張
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せ
る
範
囲 

浸
水
図
を
圧
縮
さ
せ
る
範
囲 

浸 水 図 に お け る 利 根 川 と 烏 川 の

地 形 図 に お け る 利 根 川 と 烏 川 の
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